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～第一種装置による緊急対応を経験して～
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当院では，2011年よりシミュレーショントレーニング

（写真1）を実施している。

当初の目的は，実臨床では経験することが難しい，

緊急対応スキルの習得にあり，高気圧業務に熟練し

た技士がシナリオ（図1）を作成し，スタッフ全員でトレ

ーニングを実施した。担当者全員で取組むことで様々

な問題点やスタッフ間で処置対応に違いがあるなどが

明確になり，業務の標準化やスタッフ間の処置対応統

一による患者満足度向上が期待できる。一方，新人

教育の時点から実施することで個々のスキルアップや

現時点での基礎知識の把握が出来る。

今回我々は，加圧完了後に患者状態が急変し緊急

減圧が必要となった症例（図2）において，シミュレー

ショントレーニングによる緊急対応スキルが活きた経験

をした。シミュレーショントレーニングでトラブル発生

時の対応を訓練していたことで，その手順の優先順

位が明確で，落ち着いた行動が可能であった（図1）。

急変コールにより駆けつけた医師・看護師に対しても，

的確な状況報告と状態説明により理解を得ることで，

万全の初期対応につながった。

実臨床において事前に体験することのできない事態

をシミュレーショントレーニングで訓練しておくことで，

いざという場面に遭遇しても余裕を持った行動が可能

となり，アクシデントの拡大防止につながったと考え

る。トレーニングの必要性を再認識する一例であった。
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